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令和５年度の組織再編等について 

 

 

 

１ 総務部 

○ 行政経営課 

多様化する県民ニーズや社会経済情勢の変化に的確に対応し、将来にわたって適切に行政サービスを

提供できるよう、中長期的な視点に基づきソフト・ハードの両面から効率的・効果的な行政運営を推進

していくため、総務課を行政経営課に改組する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 徴収特別対策室 

令和４年度末の秋田県地方税滞納整理機構の設置期間の満了に伴い、徴収特別対策室を廃止する。 
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２ 企画振興部 

○ 東京事務所 

時代の潮流を捉えた幅広い観点から国や民間企業の最新動向等に関する情報収集を行い、国への要望

や各種施策に迅速かつ的確に反映させるため、東京事務所を企画振興部に移管する。 

 

 

３ 観光文化スポーツ部 

○ 誘客推進課 

観光分野における企画立案・観光地育成部門と誘客部門の役割分担の明確化を図るため、観光振興課

を誘客推進課に改組する。 
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４ 健康福祉部 

○ 感染症特別対策室 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけ見直しと今後の状況変化に対処するとともに、これ 

までの対応を検証して今後の感染症対策につなげていくため、福祉政策課に感染症特別対策室を設置する。 

 

 

○ 国保医療室 

健康寿命日本一を目指し、生活習慣病の予防や特定健診・保健指導の受診率向上等の業務に重点的に

取り組んでいく必要があることから、国保・医療指導室を長寿社会課の課内室から健康づくり推進課の

課内室に移管するとともに、同室の名称を国保医療室に改める。 

 

 

○ 子ども・女性・障害者相談センター 

福祉に関する多様な相談に柔軟かつ的確に対応できる体制を整備するため、４つの相談機関を統合し

た子ども・女性・障害者相談センターを設置する。 
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５ 農林水産部 

○ 森林資源造成課、森林環境保全課 

本県の豊かな森林資源を生かし、木材利用と再造林による資源の循環利用を確立することで、林業・

木材産業の成長産業化を図るとともに、カーボンニュートラルに貢献するため、林業木材産業課・森林

資源造成課・森林環境保全課の３課体制とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 産業労働部 

○ クリーンエネルギー産業振興課 

風力や地熱など、本県の強みである多様で豊富なクリーンエネルギー資源を最大限活用するとともに、

産業振興の観点から県内経済に幅広い波及効果をもたらしていくため、エネルギー・資源振興課をク

リーンエネルギー産業振興課に改称する。 
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１ みどりの食料システム法に基づく基本計画（案）について

農林政策課

環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事業活動の促進等に関する法律（みどりの食料シス
テム法）に基づき、県と市町村が共同で、次のとおり基本計画を定める。

１ これまでの経緯
令和４年12月９日 県議会へ骨子案の説明

12月23日 農林漁業関係者との意見交換会（出席者:農業者､農林漁業関係団体の代表９名）
12月26日 有識者との意見交換 （秋田県立大学生物資源科学部 谷口吉光教授）

令和５年１月13日～１月31日 市町村への意見照会
１月13日～２月12日 パブリックコメント

２ 基本計画の概要
別紙のとおり

３ 今後のスケジュール
令和５年２月下旬 基本計画の決定（県・市町村の内部決裁）

農林水産大臣へ協議
３月下旬 農林水産大臣の同意、公表

【参考】計画認定制度の枠組み

認定申請

同意協議

国（基本方針）

県･市町村（基本計画）

農林漁業者（環境負荷低減事業活動実施計画）

認定スキーム 主な支援措置

○課税の特例（法人税・所得税）
　環境負荷低減事業活動に必要な施設・設備等の導入に対する
　投資促進税制（特別償却）

○農業改良資金融通法の特例
　貸付資格認定の手続のワンストップ化
　（実施計画認定手続との一本化）
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２ 「あきたこまちＲ」の奨励品種採用について
アール

水田総合利用課

奨励品種決定試験の結果、「あきたこまちＲ」を有望と認め、秋田県農作物品種対策協議会（令和５年１月24日開
催）において、奨励品種に採用された。

１ 奨励品種採用の理由
「あきたこまちＲ」は、出穂期、成熟期、収量、玄米品質、食味等の主要な特性が「あきたこまち」と同等で

あり、カドミウム吸収性は極めて低かった。

２ 導入により期待される効果
・ 本県では、カドミウム汚染米を発生させないため、市町村ごとに生産防止計画を策定し、出穂期の前後各３週
間の湛水管理を徹底するとともに、汚染米が市場に流通しないよう、厳格に区分管理を行ってきた。

・ 「あきたこまちＲ」は、カドミウムをほとんど吸収しないことから、湛水管理を実施しなくても食品衛生法の
基準値以下となり、農家負担の軽減が図られるとともに、安全な秋田米を消費者に提供することができる。

３ 栽培上の留意点
・ 一般品種と交雑すると低吸収能力が低下するため、自家採種は行わず、毎年、種子更新する必要がある。
・ マンガン吸収能力の低下が認められるため、マンガン濃度の低い土壌では、ごま葉枯病の発生に注意する必要
があり、各種試験データに基づいた「栽培ごよみ」を活用し、今後、生産者へ周知していく。

４ 今後の進め方
(1) 導入スケジュール
・ 令和５年度 原種生産開始、産地品種銘柄（品種群）の設定手続き
・ 令和６年度 一般種子生産開始
・ 令和７年度 一般栽培開始（全面切替）

(2) 流通段階の表示
「あきたこまちＲ」は、「あきたこまち」と形質や品質に差がないため、産地品種銘柄を「品種群」として設

定し、「あきたこまち」として表示できるように手続きを進める。

-9-



(3) 他の品種の開発状況
「あきたこまちＲ」以外の水稲奨励品種は、既に、低吸収化に向けた育種に取り組んでおり、現時点での一般

作付計画は、「秋のきらめき」が令和11年以降に、「ゆめおばこ」、「つぶぞろい」、「ぎんさん」は令和12年以降を
目指し、「サキホコレ」や「めんこいな」等についても低吸収化を進めている。

【参考１】育成系譜 【参考２】「あきたこまちＲ」の特性

品種名 あきたこまちＲ あきたこまち
早晩性 早生 早生
いもち耐病性

葉いもち 中 中
穂いもち やや弱 やや弱

耐冷性（障害型） 中 中
高温登熟耐性 中 中
穂発芽性 やや難 やや難
出穂期（月日） ７月27日 ７月27日
成熟期（月日） ９月５日 ９月６日
稈長（cm） 76.8 77.1
穂長（cm） 17.3 17.6
穂数（本／㎡） 439 433
倒伏（０～５） 0.1 0.0
玄米収量（kg／ａ） 57.3 58.8
千粒重（ｇ） 22.6 22.8
品質（１～９） 1.8 2.0
タンパク質含有率（％） 6.58 6.54
※ 秋田県農業試験場奨励品種決定調査令和元～３年の平均値
※ 倒伏は６段階評価（０（無）～５（全倒伏））
※ 品質は(財)日本穀物検定協会東北支部調査（１（１等上）～９（３等下）

の９段階評価）
※ タンパク質含有率は玄米タンパク質含有率、玄米水分15％換算値

【参考３】国の動向

国では、「コメ中のカドミウム低減のための実施指針」において、カドミウム低吸収性イネ品種の利用対策を示しており、「萌え

みのり」など、国育成品種においても順次低吸収化を進めているほか、県の行政・研究機関と連携し、カドミウム低吸収性イネ品

種の実証・普及を支援している。
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３ 秋田林業大学校における林業トップランナー養成研修の取組状況について

森林整備課

１ 第７期生（令和３年４月入講）の就職動向

修了生18名全員について、県内の森林組合や林業会社への就職が決定した。

【内訳】

・ 森林組合 ７名

・ 林業会社 11名

２ 第９期生（令和５年４月入講）の選考状況

定員18名に対し、推薦及び一般選考（前期）の合格者は13名となっている。

【内訳】

・ 推薦選考 合格者12名（申込者12名 高校卒業見込者）

・ 一般選考（前期） 合格者１名（申込者１名 高校既卒者）

・ 一般選考（後期） 選考日：令和５年３月４日（土）

３ 今後のスケジュール

(1) 修了式（第７期生）

・ 日時：令和５年３月10日（金）10:30～11:30

・ 場所：森林学習交流館「プラザクリプトン」（秋田市河辺）

(2) 開講式（第９期生）

・ 日時：令和５年４月７日（金）10:30～11:30

・ 場所：森林学習交流館「プラザクリプトン」（秋田市河辺）
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【参考】就職等の状況

〔令和４年度入講生（第８期生）〕

〔実習風景〕

〔講義風景〕

（単位：人）

就職先等 第１期生 第２期生 第３期生 第４期生 第５期生 第６期生 第７期生 合計

森林組合 ５　 ６　 ７　 ６　 ４　 ６　 ７　 ４１ 

林業会社 ８　 ８　 ６　 ７　 ９　 １０　 １１　 ５９ 

木材加工会社 ４　 ３　 －　 ２　 ２　 －　 －　 １１ 

住宅資材総合商社 １　 －　 －　 －　 －　 －　 －　 １ 

木材流通会社 －　 －　 １　 １　 －　 －　 －　 ２ 

その他 －　 －　 １　 －　 －　 －　 －　 １ 

計 １８　 １７　 １５　 １６　 １５　 １６　 １８　 １１５ 
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